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ワシントン州労働運動と日本人移民,
1922年-1924年
黒 川 勝 利
は じめ に
ゼネラル ･ストライキを契機としてシアトルにおける労働運動と日本人移
民社会との関係が好転したという事実は,1920年のワシントン州知事選挙に
おける農民労働党公認候補ロバート･ブリッジズの声明,日本人移民問題公
聴会におけるシアトル ･ユニオン･レコード編集長-リー ･オル トの証言,
あるいは翌1921年のワシントン州排日土地法制定に対するシアトル ･ユニオ
ン･レコードの論説などに示されている｡かくしてシアトルおよびその周辺
における労働運動と日本人移民との関係は,同時期にシアトルと並ぶ日本人
移民の集積地であったサンフランシスコ周辺やロサンゼルス地域とはかなり
異なったものになったのであるO
とはいえ,ワシントン州においても事態は満足すべきことばか りではな
かった｡労働者から小営業者や農民,労働組合から在郷軍人会-と主体を変
えながらも,日本人排斥運動は衰えを見せてはいなかったo労働観合との関
係も万全とは言い難かった｡理髪業,ダイオークに始まった日本人事業者,
労働者と白人組合との提携は肉店,靴工,看板工-と拡大していったが,大
多数の観合はなおも日本人の加入,日本人組合との協力を拒否していたので
ある｡第2次世界大戦発生後にワシントン州の労働組合が日系人の強制収容
を支持し,さらにはそのシアトレ-の帰還にあたっての最大の障害となった
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という事実も,両大戦間の両者の協力関係がやはり問題を含むものであった
という事実を裏書きしている(I)0
本稿では,この微妙な時代の最初の時期,すなわち1922年から1924年の排
日移民法制定までの時期におけるシアトル労働運動と日本人移民社会の関係
を追求しようと試みた｡主として取り上げたのは,1922年のオーバーソ事件
をめぐる日本人社会の動向と,1924年の排日移民法へのシアトル労働運動の
対応である｡
第 1節 オーバーン事件
1922年に合衆国では2つの全国的ス トライキが発生している｡第 1に,
ジョン･ルイス率いる統一鉱山労姐の指導の下に,歴青炭,無煙炭両地域で
4月 1日から始まった炭鉱ストライキである｡第2に,AFLの鉄道従業員
部工場職種連合の統一的指導の下に,機械工組合,ボイラー製造工魁合,鍛
冶工組合,電気工阻合など,複数のクラフト･ユニオンに属する40万人の労
働者によって,その3ヶ月後の7月1日に開始された鉄道工場ストライキで
ある(2)｡いずれも大規模かつ長期に及び,その双方において日本人労働者は
-万では組合側の,他方では会社側の圧力を受けて困難な状況に追い込まれ
たのである｡
7月13日の大北日報は,｢日本人の去就- 鉄道罷業に際し｣という見出し
(1)以上の諸問題については,拙稿 『アメリカ労働運動と日本人移民- シアトルにおけ
る排斥と連帯』(大学教育出版,1998年),｢第2次大戦期のシアトルにおける新聞と日
本人問題｣(『岡山大学経済学会雑誌』30-4,1999年).｢シアTt}レにおける日系人帰還
問題｣(『岡山大学経済学会雑誌』31-4,2000年)において吟味している｡
(2)SeligPerlmanandPhilipTaft,HistoryoJLaborintheUmtedStates,1895-
1932･Vo14I,aborMovement,NewYork,1966(orignaled.1935),pp.482-488,
518-523,SeattleUnioTZRecord,March25,31,April1,June28,29,30.Julyl,3,6,
1922
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の記事において以下の ように述べている｡
ユニオン,メソのストライキに際して日本人労働者はユニオンと合社の板挟にな
り,苦しい立場に在るのは誠に同情に値する
炭坑ユニオン,メソのストライキに際して,ユタ,コロラド州炭坑に働き居る約
三百人の日本人労働者は,進退に困って居る
鉄道ショップ,メソのストライキに際し,アイダホ,ワヨミン,モンタナ,ワシン
トン諸州のショップメソ-ルパーとして働いて居る日本人約二百名も亦進退に迷ふ
て居るそうな
(中略)
ユニオンに加櫓すれば,合社から怨まれ,ストライキ事件の解決された後に,合
社は日本人を使用しないだろうと想像して心配して見る,然らばユニオンの歴迫に
抵抗して働きつづけるとせん平,此の場合に於ても,ストライキの片付いた後に,
今度はユニオン,メソからつゝき出されて仕舞ふことがあらうと心配する(3)0
ス トライキに直面 して 日本人労働者の取 った行動は,その地方の状況に応
じて様 々であった07月15日の大北 日報は述べている.
罷業の経過は本紙上日々にその詳細を報道しつゝあるを以て読者もその情勢を熟
知せらるゝであらうが,嘉に同胞の-大問題として研究せざるべからざることは同
胞労働者封労働組合若しくは其魁合点の間の問題である,情報に依ると同胞鉄道労
働者の内工場労働に関係あるもの 敦ゝは砂なくない,彼らの一部は罷業者に加糖 し
その職を去 りユニオン保護の下に在るものもある,又た生活の困難を訴へて組合側
の特種の了解の下に労働を継績してゐるものもある,更に又た罷業の事情に暗くユ
(3) 『大北日報』,1922年7月13日｡なお,同紙5月22日は,炭坑ストライキ指導者が連名
でユタ州カーボン郡の日本人労働者に送った撤文を紹介している0
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ニオン側とは没交渉にして織道魯社の命の下に唯々諾々と労働し事実罷業者側の行
動を妨げユニオンより仇敵視せられてゐるものもある(4)
しかしながら,去就に迷ったのは実のところ現場の労働者だけではなかっ
た｡各地 日本人会の幹部をは じめとする日本人社会の有力者たちもまた,排
日運動対策との関連でこのス トライキに どう対応するかを迫 られたのであ
るO
シア トルにおいても意見が分かれた｡たとえば大北 日報主筆の竹内幸次郎
は,日本人労働者もまた艶合に呼応 してス トライキに参加すべきであると主
張 した｡
目下織遺骨社は同胞罷業者の復職を勧誘しっ あゝりといふも此の際の復職はスト
ライキ破りLにして仮へ繊道合社側の歓心を男はんも直ちに労働観合に敵視さるゝ
は常前にして東部に於ける大騒動虐殺事件など悪例少なからず無論日本人の取合加
入は常に取合より拒否せられその存在を無視され居る場合ストライキ事件にのみに
日本人を抱き込まんとするは甚だ理屈に合はぬ次第なるも此の際同胞は彼ら労働者
と共に進退を共にして白人労働者と共同生存の資格あるを彼らに認めしむるは最も
時宜に適せる手段なりと言ふべし一時の利益問題に誤まられストライキ破 りの汚名
を蒙むるほ同胞労働者全体に取って由々しき大事なり(5)
そ してそのような立場から彼は,シア トル ･ゼネラル ･ス トライキの先例
を引いて,北米日本人会が率先介入して労働者を指導するよう要請 した｡
先年シャトル市にゼネラル,ストライキの突発せる時,北米日本人合は時局に鑑
(4)同上,7月15日｡
(5)同上,7月6日D
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み特別委員骨を設け労働問題に関係ある委員を選定し研究討議の結果,大局に利あ
りと認めて同胞労働者を導きユニオン側に投ぜせしめたのであった｡爾来ユニオン
側は同胞を徳とし双方の感情は融和し,今日に至るも排日問題に封し公然旗臓を明
白にし反封の公論を戦はすものは濁りユニオン側の機関誌あるのみである
吾々が北米日食に進言したいのは岡倉が重大なる時局の上に日を醒まし,直ちに
具鰹的の措置を採るべきことである,即ち前年の例に依り特別委員合を設け調査研
究指導の事に懲らしめ,此際同胞労働者をして去就を誤まらしめざるのみならず,
此好筒の横合に於てユニオン側の了解を得て特別規定の下に同胞の加入を承諾せし
むるも極めて可,要は大局より打算した最善の道程の発見である,常に同胞の寮生
活問題解決に責任ある北米日食は小は合員たる錬道労働者のため大は一般同胞の将
来のためにこの時局の大問題を等閑に附することは出来まいと信ずる(6)
他方 ,同じくシア トル日本人社会で大きな影響力を持っていた松見大入や
山岡音高は,今回の罷業の主力が熟練労働者であること,日本人の加入を認
めていない労働観合が争議の場合にのみその協力を求めるのは矛盾 している
こと,な どの理由を もって 日本人労働者に ｢軽畢盲動｣を慎む よう訴 え
た(7)｡そ してこのような見解の対立が,まもなくオ-バーン問題をめ ぐって
頂点に達するのである｡
ユニオン ･レコー ドの記事によると,シア トルにおいても,鉄道工場ス ト
ライキの開始 とともに,非範合員を含めて550人ほどの労働者がス トライキ
に突入 した｡支援の集会も開かれている｡その中には日本人も含まれていた
ようで,7月6日の大北 日報の記事中に,｢罷業に際して阻合 よりの命令に
よりス トライキに参加せるものは東洋貿易骨社配下のシア トル,ランド-ウ
スに一名｣ という文章がある｡また,7月21日の同紙によれば,北米日本人
(6)同上,7月15日O
(7)同上,7月10日,なお,同紙7月13日,26日も参照せよ｡
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会が管轄する地域で鉄道工場に従事していた日本人は約200人で,その大部
分が組合と行動を共にする決心であるということである(8)0
しかしながら,ユニオン ･レコードや大北日報の関連記事を管見する限り
では,北米日本人会管轄地域における労使対決はさほど激しいものには発展
せず,日本人労働者や日本人会がそのために窮地に陥るようなことにはなら
なかったようである｡
他方,タコマ日本人会およびスポーケン日本人会の管轄地域,特に後者の
ヒルガードにおいては,ス ト破 り-の襲撃,観合員の投獄などの激しい対立
が発生し,日本人労働者もこれに巻き込まれた｡東洋貿易合社も社員を派遣
して調整に当たったが功を奏さず,結局のところ,組合に協力した日本人の
多くはキャンプを立ち去らざるを得ない状況に追い込まれ,他方で少なくと
も5名の日本人がス ト破 りとなったのである(9)0
しかしながら,北西部の日本人社会にもっとも大きな波紋を投げかけたの
は,オーバーンで発生した問題であった｡8月下旬に東洋貿易合社が,鉄道
会社の要請に応 じて19名のス ト破 りをオーバーンのラウンド-ウスに送 り込
衣,明らかにス トライキに敵対する処置を取ったからである｡8月25日の大
北日報は次のように報 じている｡
東洋貿易合社が一九名のスキャップを,オーバンのラウンド-ウス-送ったと,
本社-報知したものがあった,其んなことは無い筈だ,社長山岡さんが,其んなこ
とをする筈がないとは思ったが,確かに送った,現にセリフが警衛して蔽をした
オートで送ったのを目撃したと報じた人がある,其れは火曜日の午後のことであっ
た,いよいよ確実に現に働いて居るか否かを知らんと欲して,昨日午後本社から電
話で,東洋貿易骨社-真相を間合はした所が,確かに件の十九名が,現にオーバソ
(8)SeauleUnionRecord,July3,1922,『大北日報』,1922年7月6日,21日O
(9)同上,7月19日,25日,8月1日,3日,5日,7日,9日,16日,25EIo
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のラウンド-ウスに働いて居るとの答を得た,是は同社事務所内の一人がアンサー
したのであった(10)
その後東洋貿易骨社はモンタナ州のバークウオタにも14,5名のス ト破 りを
送ったoまた 9月2日にはさらに3名のス ト破 りをオーバーンに送 りこんで
いる｡
このことはオーバーンの日本人社会を困惑させたoオーバーンの住民の多
くは労働側に好意的であり,市長もまた組合員であった｡したがって,以前
から同地で働いていた5名の日本人労働者は,全員ス トライキに参加してい
た｡農業に従事する日本人ははるかに多く100名程度にのぼっていたが,彼
等もまたストライキを支持していたo排日土地法の制定によって不安定な状
態に置かれていた彼等は,排斥運動の原因となるような事態を労働者以上に
恐れていたからである｡そのようなオーバーンの日本人社会にとって,東洋
貿易骨社の行動は晴天の罪産であった(ll)｡
その当時の東洋貿易合社の社長は山岡音高であった｡山岡はこの事件で彼
と対立した大北日報によっても ｢在留同胞の元勲｣であり,｢常に労働者の地
位の向上を説き,在留同胞社会の発展を説き,日米親善に努むることを殆ん
ど其生命とする人｣であったと評されている｡私もかつて,1919年の国際労
働会議における山岡の活躍を描いた拙稿の中で,｢彼自身は資本家階級の一
員となってからすでにかなりの期間を経ていながら,若い頃の自由民権活動
家としての斡持がなお山岡音高を律していた｣と彼の人物,識見を高 く評価
(10)同上,8月25EIo
(ll)同上,9月5日Oこの記事に ｢オ バーン二百名の同胞｣とあるから日本人住民を全部
会わせると二百名内外であろう｡なお,9月25日の記事には増派されたのは8名となっ
ているOまた,ストライキに参加した5名の日本人中,観合員は2名であったという
(竹内幸次郎 『米国西北部日本移民史』,雄松堂,1994年,初版,大北日報社,1929年,
120-121頁)｡竹内は同書の第2篇第10章 (118頁-130頁)に,まもなく編介する1922年9
月22日の連絡日本人会の議事録を解説抜きで収録している｡
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しているoそのような山岡が,不幸にも今回の争議においては,ス ト破 りを
送 り出した無思慮な企業の社長として批判の矢面に立たされることになった
のである(12)｡
ス ト破 りの導入によってオーバーン市民の対日感情は悪化したO大北日報
は次のように報 じている｡
此間在留民は日々人気の険悪に赴むくを以て気が気にあらず一方には連絡日食に
姦力方を依頼し一方にはストライカー家族救済の為めにユニオンに野菜物を寄附な
どして来りLが人気は容易に緩和せらる をゝ見ず
学校に通学する日本人児童すら往 悪々罵を白人児童より浴せかけられ又は夜間通
行の日本人は白人より襲撃せらるゝことなどあり従来日白人の調和したりし同地は
鉄道ストライキ事件よりガラリと人気の変りたるに驚き去る(13)
さて,日本人労働者の到着を知ったオーバーンの労働鮭合指導者は,日本
人会に対してス ト破 りを引き揚げさせるよう申し入れてきた｡これを受けた
オーバーソ日本人会は,引用した記事にあるごとく｢連絡日食上 すなわちシ
アトルに本部を置 く米国西北部連絡日本人会に協力を要請した｡連絡日本人
会なら東洋貿易骨社や山岡音高に対しても影響を及ぼすことが出来ると考え
たのであろう｡まもなく連絡日本人会は役員を派遣して組合との交渉にあた
り,｢出来得る丈げのベストを轟さん｣と約束して阻合の了解を得たのでめ
る｡ところが,その後の具体的な回答がない内に,すでに述べたように3名
の日本人ス ト破 りが新たに送られて来た｡そのため組合から再度説明を求め
られたオーバーン日本人会は,連絡日本人会に対して東洋貿易合社との交渉
の様子を問い合わせた｡しかしながらこれに対する連絡日本人会の返事は冷
(12) 『大北日報』,8月25日,前掲拙著 『アメリカ労働運動と日本人移民』,162頁｡
(13) 『大北日報』,9月25日
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たかったO
東洋貿易骨社に勤し黄昏の希望を述べ撤回を照合なしたる虚該骨社は鉄道骨社と
永年継続し来れる契約により骨社より求め来る人夫を供給し居るものにして黄昏の
希望には腹ずる事不可能なりとの事に御座候,東洋貿易合社の意志前述の如き上は
本合として比上採るべき道無之候に就き比儀御了東成皮右御回答に及び侯(14)
か くして 9月20日にタコマで開かれた連絡日本人会の協議会は対決の場と
なった｡オーバーン日本人会を代表する難波友太は,タコマ日本人会代議員
たちの支持を得て,連絡日本人会実行部の不信任案を提出したのである｡
難波および彼と同行 したオーバーンの約20名の日本人,さらには親 日的な
自人たちは,東洋貿易会社の行動がオーバーン市民の日本人-の感情を悪化
させている事情を説明するとともに,同じくス ト破 りとしてやってきたイタ
リア人労働者が組合の説得に応 じて引き揚げたという事実を指摘 して,実行
部の対応を攻撃 したO北米日本人会の代議員の一人として出席 していた大北
日報の竹内幸次郎も,連絡 日本人会の回答文を ｢温情なき文章なり｣と批判
しているO
他方,連絡日本入会会長の松見大入は,｢日本人の組合加入を肯ぜざる労
働観合の同盟罷行に勤 し無候件に彼等の要求に盲従 してス トライキに参加す
るには反封な り｣と,すでに新聞などに公表 した持論を繰 り返 した｡また,
東洋貿易骨社が鉄道合社との契約に従わざるを得ないという事実を指摘し,
(14)難波友太の発言 (竹内前掲,121-122頁)によるOなお米国西北部連絡日本人会はシア
トル領事館管内の日本人会の連合体であって,1920年改正の規約によると15の日本人
会が加盟している｡最大の日本人会はもちろんシアトルの北米日本人会であって代議
員は14名の多くを数えるoこれに次ぐのはタコマ日本人会の5名であって,オーバーソ
日本人会のごときは代議員1名に過ぎないOオーバーン日本人会がこのような非常時
に連絡日本人会,あるいは北米日本人会の援助を期待したのは無理からぬところで
あった (同上,96-97頁)0
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｢オーバーンの諸君に迷惑を及ぼし段々御心配をかけたる事を遺憾｣としつ
つも,連絡日本人会と東洋貿易合社の処置はやむを得ないものと主張した｡
結局のところ多くの代議員は,オーバーソ日本人会に同情しつつも,東洋
貿易合社を糾弾し,実行部への不信任案に賛成するまでには至らなかったよ
うである｡山岡にせよ松見にせよ在米日本人社会のために身を捨てて尽くし
てきた人物であった｡いずれもその死去後に太平洋沿岸日本入会協議会から
さえも感謝の決議を受けている｡それだけに多くの代議員は,東洋貿易合社
は鉄道会社の圧力に抗することができないのだ,オーバーンの日本人が同地
の労働観合の要求を無視することができないのと同様に,と考えたのではあ
るまいか｡北米日本人会の代議員の中では,おそらくは竹内とならんで組合
運動に理解があったと思われる伊東忠三郎も,｢合社として人を送らざれば
繊道就業者千有除名全部職を失ふに至らん｣という山岡の言葉を紹介し,
｢諸君が此間の事情を酌み取られて御諒解あらん事を望む｣と発言してい
る｡かくして実行部不信任案は賛成8名でもって否決され,これを不満とし
たオーバーンの人々は一斉に退場したのである(15)0
2点付け加えておきたい｡第1に,オーバーン日本人会と連絡日本人会と
のその後の関係である｡その4日後オーバーソ日本人会は総会を開き,連絡
(15)以上,同上,120-130頁o『大北日報』,9月20日,21日,22日,23日,25日,26日,
27日,28日,29日.参照D協議会を傍聴していた大北日報の記者は,否決直後の様子を
次のように描いている｡｢『私は議場から退きます』とオーバソ代議員難波氏は,議長に
適合して席を蹴って去った,オーバンの有志家も,暗涙を呑んで去った,流石の議場
も,前例に従って否決の勝利を拍手を以って迎へなかった,議場はこの-瞬間,得も言
はれぬ寂しさを感ぜしめられた｣(27日)O記者はオーバー./提案が否決された理由も推
測しているが,その一部は本稿における私の見解と同様である｡｢協議骨選良の心裡を
探ってみると 『賓行部はオーバソ日食に封して冷願,不親切であることは確かに認めて
いるが,弾劾案を通過させどもしやうものなら,実行部は常然総辞職をする,さてその
後のお興の持って行き虚がない』と 『労働者の肩を持つばかりが能ではない,東洋貿易
合杜も巳むを得ない窮状だ』といふ,不徹底な同情とが,-慶になって不信任秦は葬ら
れた,何人も貴行部の庭理を善なりと解釈する者は,味方の議員の内にもなかったやう
だ｣(29日)0
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日本人会からの脱退を決議 した｡ しかしながら,このような時期に日本人社
会内部の対立が続 くことは好ましくないという判断があったのであろラ,シ
ア トル駐在の斉藤領事が斡旋に乗 り出した｡その結果オーバ-ソ日本人会
紘,10月21日に臨時稔会を開き,激 しい議論の結果ではあったが,｢斉藤領事
及び松見聯絡日本人骨長がオ-バンにおけるスキャップ引上げに轟力する旨
を言明せるを信頼｣するということで,脱退通告を取 り消している(16)0
第2に,オーバーンにおける日本人と白人との関係である｡たしかに悪化
はしたが,ス t破 り本人に対してはともか く,一般の日本人-の反感が取 り
返 しがつかないほどに高まるというようなことは,なかったようである｡そ
の理由として,連絡 日本人会にも出席 して熱弁を振 るった親 日派 白人 ,
｢チャーレ-｣の努力によるところが大 きかったと,大北 日報は伝えてい
る｡
チャーレ-は協議合に自ら出馬して白人の封日感情を披渡して聯絡日食の諸星に
反省を促さんとした松見合長は之れをも拒絶しやうとしたが遂に断り切れなかった
其後チャーレ-はユニオンのミ-テングに出席してオーバソ日合の努力を発表した
▲ユニオンメソは総起立してチャーレ-と日本人合に封して敬意を表したチャー
レ-は二三回出席したが何時も総起立と拍手で辺へられたユニオンのミ-テング
には時 本々部から幹部が来て演説する事もあるがチャーレ一握敬意を表される事
は殆ど前例がない
▲ユニオンメソは昔日合の合員が危害を受ける様の事があってはならぬと一般に注
意して日本人骨 員々に限り保護のために徽章を興へやうと迄申し出たく17)
(16)同上,9月25日,10月23日｡
(17)同上,10月13日｡なお,同上,10月6日,12日の記事も参照｡
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第2節 排 日移民法 とシア トル ･ユニオ ン ･レコー ド
1924年,合衆国はいわゆる排日移民法を制定し,日米紳士協定を破棄して
｢帰化不能外国人｣alienineligibletocitizenshipである日本人移民の入国を
全面的に禁止した｡日本の世論はこれに激 しく反発 した｡このような事態
に,シアトル労働運動はどのような態度を示したのであろうかoその当時,
シアトル中央労働評議会の機関紙としてシアトル労働運動の意向を代弁する
立場にあったシアトル ･ユニオン･レコードの記事,論説の吟味を通じて,
これを明らかにするのがここでの課題である｡
最初に,当時シアトルで発行されていたユニオン･レコード以外の新聞,
すなわちシアトル ･タイムズ,シア トル ･ポス トインテ リジェソサー (以
下,PIと略す)およびシアトル ･スターの3紙の排日移民法に関する論評
を,比較のために検討しておこう｡
結論を先取 りするならばこの3紙は,若干のニュアンスの相違はあるが,
いずれも排日移民法を支持している｡この検証は実のところ容易である｡な
ぜなら排日移民法は,｢重大な諸結果｣graveconsequecesという言葉が問題
となった例の頓原書簡とも関わって,当時のアメリカジャーナリズムにとっ
てもホットなテーマとなっていた｡したがっていずれの新聞も,記事や論評
でその立場を明確に表明しているからである｡
まずタイムズから考察しよう｡
4月15日のタイムズは,社主クラレンス ･プレセソによる ｢日本と上院｣
JapanandtheSenateという論説において,排日移民法を取 り上げている｡
そしてこの論説は明らかに上院が排日移民法を承認 したことを評価 してい
る｡特に植原書簡-の言及が目立つ｡冒頭の ｢上院の日本政府に対する非難
は正当であるo一般のアメリカ市民は植原-向けられた攻撃に完全に満足す
ることであろう｣という文章,末尾近くの ｢日本は横柄であったo埴原は倣
慢だったのであって,上院は正しいことを行ったのであり,賞賛すべきであ
ー 136-
ワシントン州労働運動と日本人移民,1922年-1924年 631
る｣ という文章などがそれであるO
もっとも,それだけにタイムズの論説からほ,植原書簡問題さえ発生 して
いなければ,紳士協定を継続 して日本との対立を避けることが出来たかも知
れない,とい うようなニュアンスを読み取れないこともない｡この論説には
そ う思わせるような部分も含まれている(18)0
それに対 してPIの立場はより明確である｡
これはPIが,いわゆる--ス ト系の新聞であったことから,当然予想さ
れることでもあった｡事実 4月15日のPIによれば,社主として-ース トは
次のような指示を編集長に送っているのである｡
ポスト･インテリジェソサーの編集長-
私は貴下が,日本人のオーストラリアからの排斥に関するヒューズ首相の声明に
基づいて,現在上院で審議中の日本人排斥法案についての強硬な論説を執筆するこ
とを望む｡私は東洋人が我が国に殺到して無制限に横溢することを防ぐために,日
本人排斥を強力に支持する｡我々はオーストラリア人と同様に,彼らが我が国に殺
到してくることを防ぐべきである｡
我々は,我が国を単に白人種のためのみならず,西洋的賃金水準,生活水準,労働
条件を有する国として守ることを欲している｡
西洋文明の最大の成果は,高い道徳水準と生活水準であるが,道徳の水準はある
程度は生活の水準に依存しているということを認識しておかねばならない｡
家族に快適な生活を送らせ,子供たちを学校に送り,独立自尊の基盤に則って家
計を維持すること,これらすべてが道徳水準の改善に資するのであるO
我々はこの国が,低い東洋の労働条件,貧しい生活水準との競争によって活力を
奪われ,東洋的道徳によって汚されることを欲しないo
これは人種的偏見ではないOそれは人種的保護であるO
(18)SeauleTimes,April15,1924
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ウィ1)アム･ランドルフ･--スト
このようなノ＼-ス トの指示を受けてPIは,｢我々は黄禍か ら自分たちを
守 る権利 を確認す る｣WeAsserttheRighttoProtectOurselvesfrom
yelowPerilという論説を掲載 している(19)0
最後にスターである｡実のところスターはかねてか ら,すなわちPIが
--ス トに支配される以前から,熱心に日本人排斥を主張 してきた新聞であ
る｡したがってスターが排 日移民法を歓迎 したのほ言 うまでもない｡
ついに白人が自分の母国においてチャンスを持つことになるように思われる｡合
衆国の下院も上院も明確に日本のはったりに対して開き直ったO日本人排斥条項を
含む移民法案は,ジャップのプロパガンダ,ジャップの脅し,および政治家を気取
る若干のアメリカ人の売国的な親日行動にもかかわらず,議会の両院の賛成を得
た｡
何年間もシアトル ･スターは,ほとんど独力で,まさにこのために闘ってきた.
東洋人移民の禁止は勝利の刻印である｡
無制限の日本人移民が危険なことについては疑いがない｡スタンダード航空機事
件で証明されているように三井のごまかしには疑問がない｡こういう事情なのに,
なぜ多くの新聞は白人種を裏切るのであろうか?そんなことでは,自分の生まれた
国を自分のものにするための白人の闘争を支援することはできないo
そのもっとも良い例がまさにここシアトルに存在している｡
以上が 4月15日のスターの ｢白人-の裏切 り｣BetrayingtheWhiteMan
という論説の全文である(20)｡
(19)SeattlePost一丁nleligencer,April15,1924.
(20)SeattleStar,April15,1924.
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このような状況において,シア トルの新聞の中で唯一排 日移民法に対 して
反対の,あるいは少な くとも冷静な対応を示 したのが,実のところユニオ
ン ･レコー ドであった｡
まず 3月13日の ｢危険な提案｣ADangerousProposalとい う論説を紹介し
よう｡当時大北日報はこの論説について,｢シャ トルに於ける,他の英字紙
が,ヒウズ氏 (この ｢ヒウズ｣はもちろん先のPIに引用されたオース トラ
リア首相のヒューズではな く,排 日移民法制定に強 く反対 していた合衆国国
務長官のヒューズである)の説に賛成の聾を挙げざる時 ,猫 りリコー ド紙
が,之れ丈けのことを,堂々として発表 したる勇気を多とせざるべからず｣
と,感謝の意を表明している｡
経済状況に鑑みれば,合衆国への移民をある程度制限することは望ましい｡それ
は移民-の不人情,指紋採取という侮辱,あるいは現在の我が国の法とその執行に
おいて一般的である愚かな残酷さを必要とするものではない｡状況は各国の割当
を,1910年のセンサスの3パーセントという基準から1890年センサスの2パーセン
トという基準に変更することによって,改善に向かうものではないO提案されてい
る法律が,この2パーセン7.割当からさえも日本人を明らかに排除するということ
になれば,我々は- 一生で今回だけのことだが- これは誇り高く有能な人々に
対する不必要な侮辱であると述べているヒューズ長官に賛成するOヒューズ長官
は,提案されている2パーセント法の下では246人の日本人だけが入国を許可され
るであろう,と述べているOもし日本人が他の国民と同様に扱われるならば彼らは
カリフォルニア全土を手に入れるであろうと述べているカリフォルニアの議員は,
馬鹿げたことを言っているか,彼の同国人について貧しい見解を有しているかのど
ちらかであるOもしも年間246人の日本人が,カリフォルニアであろうと合衆国の他
の地域にとってであろうとそんなに危険なら,我々は誇りなど捨ててしまうべきで
ある｡そんな少数の人々にすら対処できないのなら,我々は無能な国民である｡
しかしながらもちろん,議員やその他の絶対的排斥- 多分1911年の条約に反す
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る排斥- の支持者たちは,理性ではなく偏見で語っているのであり,そして日本
人のプライドを傷つけることによって彼らは,246人の日本人農民が長年の間に創
り出すであろうよりも大きい脅威を,まずは我々の貿易に,後には我々の平和に対
して創り出すのである(21)0
排日移民法が上院を通過 し,他の3紙がそれを支持する論説を掲載した4
月15Elには,ユニオン ･レコー ドももちろんこの問題についての論説を発表
している｡｢日本人問題｣TheJapaneseProblem というタイ トルのその論説
は,3月13日の論説ほど強 く排日運動を批判するものではない｡しかし明ら
かに日本人に同情的であり,次のような表現で結ばれている｡
ユニオン･レコードはいつも,日本人問題は悲観論者たちが描き出すほど重大で
もなければ複雑なものでもない,と感じてきた｡すでに当地に住んでいる日本人た
ちには,礼儀正しくしようではないかO彼らは人間なのであるOこれ以上の移民が
停止され,適切な規制法が制定されるなら,彼らが問題となることはないであろ
う(22)0
さらには5月19日から,親 日派の学者 として知 られたフレデ リック ･ス
ターの,排日移民法と上院を激 しく批判 した ｢合衆国上院におけるヒステ
リ-｣HysteriaintheUnitedStatesSenateという論文を,これはユニオ
ン ･レコードの見解を反映するものではないけれども日本人問題に詳 しい人
の説なので参考になる,という注釈つきで6回にわたって連載 しているので
ある(23)0
(21)SeattelUnionRecord,March13,1924,『大北日報』,1924年3月14日O
(22)SeattleUnionRecord,April15,1924
(23)Ibid"May19124,1924.
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このようにユニオン･レコードは,排日移民法問題に関して明らかに他の
3紙と-線を画し,1921年の排日土地法の時と同様に,在米日本人の立場を
擁護しつづけたのである｡
このようなユニオン･レコードの記事や論説が,編集長である-1)一 ･オ
ル トの意向を反映していたことは疑問の余地がないoゼネラル ･ストライキ
後の短期間に,オル トは日本人社会の指導者との間にきわめて緊密な関係を
作 り上げていたからである｡しかしながら問題は,それがどの程度当時のシ
アトル労働運動によって支持されていたのかということである｡
当時のシアいレ中央労働評議会の議事録を管見するならば,そこでも移民
法が議論の対象になっている｡しかしながらどういう意見が支配的であった
のかは,議事録の文面からは明確ではない｡法案を thisviciouslegislationと
批判し,教会などと協力して反対集会を開こうという提案とともに,法案を
支持するというまったく逆の立場の決議も,提出されているのである｡そし
て最終的には matterbeindefin礼telypostponedという決議が採択されてい
る｡すなわち,結局のところ結論が出せなかったのである(24)0
一般的に言うならば,1921年の排日土地法の頃に比べて,1924年の排日移
民法当時のシアトル労働運動は明らかに保守化していた｡すでに中央労働評
議会書記の地位を退いたジェームズ ･ダンカンと同様に,ダンカソの盟友で
あったオル トの影響力も衰えつつあったCこのことはシアトルのみならず,
ワシントン州の労働運動全体について言えることなのである｡
そしてダソカン,オルトを中心とするいわゆる革新派は,当時のワシソナ
ン州の労働運動の中でもっとも日本人に対 して好意的なグループだったか
ら,彼等の退潮はワシントン州各地の労働運動の日本人労働者への態度に皮
(24)ProceedingsoftheCentralL,aborCouncilofSeattleandVicinuy,June1,1921
1oDec28.1927,KingCountyCentralLaborCouncilRecords,ManuscrlPtColection
o王TheUniversityofWashington,April2,9,1924.
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映したように思われるのである(25)0
本稿では吟味することができなかったが,1924年初頭にはエペレットに近
いレイク･スティゲンスにおいて日本人労働者の排斥運動が発生している｡
そしてこの問題が日本人労働者全員の退去によって解決すると,次にはやは
りエペレット近郊のマカテオの製材所から,日本人労働者を追放しようとす
る運動が発生している(26)｡
製材所の再開にあたって新規に日本人労働者が雇用されたレイキ ･スティ
ゲンスと異なり,マカテオは20年にわたって日本人が就働してきた地区であ
り,1923年当時にはその数も150人を超えていたから,これは日本人社会に
とって大問題であったC北米日本人会も神都理事と細川第4部長を派遣して
事情を調査している｡さすがにマカテオの運動は成功しなかったが,排日の
主体が労働者から農民や小営業者に移行しつつあると考え,労働組合に関し
て一時は ｢昔日の仇敵は今日の僚友たる観あるに至れり｣とまで言明してい
た日本人社会の指導者たちにとって,このような問題の発生自体が衝撃だっ
たのでほあるまいか(27)｡大北日報も,マカテオ事件を報じた2月13日の記事
の中で ｢本社の考えでは,ユニオンレーバーの,我等日本人に封する態度
が,少しく轡になって来たやうに見る｣と述べている(28)｡
(25)鉄道工場ストライキの時にも北米日本人会はダンカンと連絡を取っているO｢伊東,
神都両氏よりストライキ形勢に関して東洋貿易骨社及びシャ トル工場につきて取調べ
たる情況並びに常市レ-ボー,テンプルに至り幹事ダソカソ氏に面合してユニオン側
の意向を質問しユニオン側にてほ日本労働者がユニオンと行動を一にするやう希望せ
しことを報告し種々協議の結果本日九時半説田,神都両氏をシャ トル中央労働合へ派
遣し日本人労働者側の情状を説明しユニオンと何等かの了解を得せしむることゝせ り
と｣(『大北日報』,1922年7月27日)O
(26)以下,両地の排斥問題については,SeauleUnionRecord,January19,February9,
1924,『大北日報』,1月15日,19日,26日,28日,2月12日,13日,15日,16日,竹内
前掲,400真,参照O
(27) 『大北日報』,1922年 1月1日｡この文章は,黒頭巾というペンネーム (竹内幸次郎で
あろう)の著者による ｢西北部同胞発展史論｣という論文の一部であるD
(28)同上,2月13日｡
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なおこの記事は,｢少しく轡になってきた｣その契機にまでは跨み込んで
いない.それを行ったのは後年の竹内幸次郎である｡すなわち竹内は,『米国
西北部日本移民史』においてレイキ ･スティゲンス事件の経過を概説し,そ
の最後を ｢因に前華州労働観合骨頭ダンカソ氏の失脚以後,観合内には東洋
人排斥の空気が観るやうになった｣という文章で結んでいる｡ダンカンが辞
した職は ｢華州労働組合骨頭｣というよりも ｢沙市労働組合書記｣と呼ぶに
ふさわしいが,竹内の観測そのものは間違いではないであろう(29)0
そのような1924年当時の状況を思えば,オル トとユニオン･レコードの排
日移民法に関する姿勢には,おそらく労働運動内部からも批判が寄せられた
のではないかと思われる｡実のところ,先にあげたフレデリック･スターの
論文のユニオン･レコード紙上における扱いにも,それをうかがわせるもの
がある｡すなわち掲載が中止されるようなことこそなかったが,5月20日に
はこの論文が政治経済学老ではなく人類学者の産物であること,重要な問題
の議論の素材として掲載しているのであってユニオン･レコードの立場を表
明するものではないことが,論説欄において再確認されている023日にはさ
らに,彼が日本政府から勲章を受けた人物であることを明らかにし,彼の意
見はむしろ日本人の立場からの意見であるとする論説が掲載されているので
ある｡
言うまでもなく,このことでもってオル ト自身が排日移民法に対する態度
を変えたと考えるのは,正しくないと私は考える05月30日にオルトは ｢不
寛容｣Intoleranceというタイトルの論説において,当時のアメリカ社会に勢
力を拡大しつつあった排他的風潮を一般的に批判し,その中で日本人問題を
一つの例として取 り上げ,｢一夜のうちに世界強国から苦闘する国-と百年
間後戻 りさせた最近の地震 (関東大震災を指す)によって,打撃を受け意気
消沈している日本に対して,我々は彼らの国家的プライドを傷つける不寛容
(29)竹内前掲,158-159頁O
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を示し,国民と政府-の侮辱を繰 り返した｣と述べている｡これが彼の本来
の立場である(30)0
しかしながら,当時のワシントン州労働運動の保守化は,その機関紙の編
集長であるオル トが自らの立場を貫くことを,徐々に困難なものにしつつ
あったのである｡
お わ りに
以上見てきたように,ゼネラル ･ストライキを契磯としてたしかに好転し
たワシントン州の日本人社会と白人労働運動との関係であるが,その後何ら
問題なく友好が深まっていったわけではなかった0日本人を受け入れる組合
が増加したとは言え,はるかに多くの組合が日本人の加盟を拒否していた｡
そのような状況においてほ,平穏な時期はともか くいったん争議が生 じる
と,日本人労働者は経営者と組合の板挟みになったoそしてそのような場合
にいかなる方針で臨むか,それは必ず しも明確な答えを出せる問題ではな
く,日本人労働者もまた彼らを支えるべき日本人社会,団体もしばしば窮地
に陥ったのである｡
白人労働運動の動向もまた日本人との関係に影響した｡第 1次大戦期にシ
アT/レ労働運動の主導権を握 り,ワシントン州全体の運動にも影響を及ぼし
たダンカソやオル トを中心とする革新派の力は,ゼネラル ･ストライキ後の
急進派との対立,保守派の攻勢によって著しく減退した｡ダソカンほ中央労
働評議会書記を辞任し,ユニオン･レコードは部数を減らし,深刻な経営危
機に陥っていったのである｡1919年のゼネラル ･ストライキの後に日本人社
会が接触に努力して友好関係を築いたのは革新派の活動家が多かったから,
このような状況は日本人と白人労働運動との関係にもマイナスとなった｡こ
(30)以上,SeattleUnionRecord,May20,23,30,1924
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れは大北日報主筆,竹内幸次郎の結論でもあった｡
もっとも,だからといってワシントン州がカリフォルニア州のようになっ
てしまったわけではなかった｡シア トルにおける白人労働運動と日本人社会
との関係と,ロサンゼルスやサンフランシスコにおける同様の関係の間に
は,やは り大きな相違があった｡当時のワシントン州の多 くの日本人も,レ
イキ ･スティゲンスやマカテオの日本人労働者排斥事件には危機感を抱きつ
つも,なおそのように考えていたように思われる｡
そのような認識はおそらく,日本人排斥運動を進める側にとっても同様で
あったoそれゆえ彼等は,ワシントン州の状況をより一層カリフォルニア州
のような状況に接近させようと努力するのである｡そして保守化 したワシン
トン州の労働運動からほ,そのような動き-の抵抗力は失なわれつつあった
のである｡
最後に,そのような流れを示す一つの史料を紹介して,本稿の結びとした
い｡
1925年 8月20日,カリフォルニア州労働総同盟書記兼会計で排日運動の闘
士としても知られていたポール ･シャーレンバーグは,ワシントン州労働総
同盟会長のウィリアム ･ショー トに宛てて次のような書簡を送 っている｡
ショー トは,多年のライバルであったダンカソを破って指導者としての地位
を確立したワシントン州労働運動保守派の領袖であるO
ワシントン州労働総同盟の最近の報告を見ても,私は貴州における日本人問題に
ついて一言も発見することができませんでしたO多分そちらには何の問題もないの
でしょう,そしてもしそうであるとすればあなたは感謝すべきですO
しかしながら,私がこれを書いている目的は,現在キリスト教会連合評議会の権
威の下に行われている我が国の現在の日本人を排斥している法律を破棄あるいは修
正しようとする運動に,あなたの注意を向けるということです｡ここカ1)フォルニ
アでは,我々はアメリカ在郷軍人会,州グレンジ,州労働総同盟および黄金の西部
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の息子たちの代表からなる合同委員会を結成しています｡この合同委員会は多年に
わたって活動しており,アジア系移民に関する諸問題で統一行動を取るのに非常に
成功してきました｡ワシントン州において,上記の連合評議会のプロパガンダに反
撃する作業がもし成されているならば,それを返事として私に知らせていただけま
せんか｡あなたたちは在郷軍人会や農民と協力していますか｡
早急にお返事をいただければ幸いですo敬具.
これに対 してショー トは,25日付で返事を送 っているOやや長いのでその
-部だけを紹介 しておこう｡
あなたの手紙を受け取るまで,キリスト教全速合評議会が我々の法律をいじくり
まわそうと試みている,ということに気がついていませんでした｡しかしながら,
彼等がここワシントンでそのようなことを試みたならば,すぐに押さえつけますか
らご安心ください｡議会で支配的な農民たちは,長時間労働と低い生活水準によっ
て長い間白人農民に不利益を与えてきた日本人と,本来的に反対して団結していま
すO彼等の勢力に労働者の支持者,在郷軍人会の支持者,および議員となっている
この州の多数の指導的な法律家が加われば,その間題は容易にコントロールできま
す(31)Q
これはダソカンやオル トならけっして書かなかったであろ う書簡である｡
(31)以上,ScharrenbergtoShort,August20,8-2,1925,Box14(Folder8-2),Shortto
Scharrenberg,August25,1925,Box42(Folder36-44),WashingtonStateFederation
ofLaborPapers,ManuscriptColectionofTheUniversityofWashingtonなお,私は
この史料の存在を Dembo,Jonathan,"AHistoryoftheWashingtonStateLabor
Movement,1885-1935",Ph.D.°iss,WashingtonUniversity,1978,p.434によって教え
られた｡
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Labor Movement and Japanese
Immigrants in Washington State, 1922-1924
Katsutoshi Kurokawa
After the Seattle General Strike of 1919, the relationship between
labor organizations and Japanese immigrants in Washington State
became friendly. There were, however, many problems remained.
When the big railroad shop strike occurred in the United States in
1922, one ofthe Japanese companies in Seattle sent strikebreakers to the
railroad shops of Auburn. Almost all the Japanese in Auburn protested
strongly against it because they wished to preserve a good relationship
between white labor unions and the Japanese society there. Their appeal
to the United Northwest Japanese Association in Seattle was, however,
practically rejected by its executives.
In 1924, U. S. Congress passed the Japanese Exclusion Act.
Newspapers in Seattle, the Seattle Times, the Seattle Post-Intelligencer
and the Seattle Star welcomed the decision of the Congress. Only the
Seattle Union Record, the organ of the Seattle Central Labor Council, was
critical to the Exclusion Act and sympathetic to the Japanese in Seattle.
The policy of the Union Record was, however, not supported unanimously
by a large majority of the organized labor in those days. The influence of
conservatives was becoming stronger in the Washington State labor
movement. They had bad feeling on Japanese immigrants and were
critical against the policy of Harry Ault, the editor ofthe Union Record.
-147-
